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頃より、かんま進の活動に対しまして、あたたかいご理解とご支援を賜り、
心より感謝申し上げます。
東日本大震災から早いもので、５年８ヶ月が経ち、仙台市は復興計画５年
の達成をこの３月末で果たしています。しかしながら宮城県全体では復興

計画１０年の６年目、再生期４年間の３年目という段階に至ったところです。
ボート競技会場の一連の件で、一躍身近に話題となった東京オリンピックは２０２０
年開催ですが、宮城県復興計画１０年の最終年度に当たります。聖火リレーの国内出
発地を石巻市にという誘致運動もあり、東京オリンピックが真に復興オリンピック
と言われるように、大きな被害を受けた福島、岩手両県と共に、宮城県としての
復興をしっかりと遂げることが大事と思われます。
さて、県政にとって復興が最重要課題ではありますが、関わる事とは言え、未来
を見つめた宮城県の発展、県民の福祉向上に向けての施策も展開していかな
ければなりません。
この一年間の県議会での質問、活動等の報告をご覧になっていただき、
県政諸課題の一端をご確認いただければ有り難く存じます。
どうか今後ともご指導・ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

宮城県議会議員　かんま  進

日

次の世代に、
もっと

素晴らしい
故郷を

つなぎたい。

ふり返り 前へ！

＊ホームページでは、ABOUT から県発信の「復興の進捗状況」へリンクします。
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いじめの根絶を目指し、NPO法
人学校の力を立ち上げた現職教
員が勤務する高校。「絆ネット」
というメールでの相談を 24 時
間受付しています。（5月 11 日）

◀︎

登米市南方、南三陸の皆さんの仮設住宅
では住民の方々が長沼ボート場誘致で小
池都知事を歓迎横断幕を持っての出迎
え。（10月 15 日）

▼

長沼ボート場は小池都知事、現地調査の
出迎えと要望活動で大変な熱気。三千人
ともいわれる県民が一挙手一投足を見
守っていました。（10月 15 日）

▲︎

青葉区ハイランド、佐手川砂防堰堤工事
完了・完工現地調査。県職員の説明を受
け、改めて工事進捗の大変さ実感。（10
月 21 日）

▼︎

 復興のグランドデザイン

　質問　東京都は 2 つ目の視点で、全国に対してオールジャパンで大
会を成功に導き、経済の活性化や被災地復興の後押しなど大
会の効果を全国へ波及させますとしているが宮城県知事とし
ての所見をお尋ねする。

　答弁　2020 年東京オリンピック・パラリンピック大会については、
招致の段階からオールジャパン復興の後押しが掲げられ、今
年七月の全国知事会議においても、東京都知事から、大会成
功には東日本大震災の被災地復興の進展が不可欠であるとの
発言があり、先月には、東京都がその旨を具現化した取組案
を発表しております。また、政府でも先般、復興五輪とうた
う基本方針が閣議決定されたところです。東京大会を通じ、
被災地支援に対する感謝の気持ちを伝え、復興の姿を発信す
ることについては、私としても共感しており、ひとめぼれス
タジアム宮城で行われるサッカー競技や大会に関連した様々
な活動が復興につながるよう取り組んでまいります。

　ふり返り今　
舛添前都知事から小池都知事に替っても、東京都の基本方針は変らず
今回の一連の動きになっていると推測されます。

　質問　8 月に開催された東北観光加速化会議においても、文化庁が
選定する日本遺産について、東北地方の認定がゼロ件である
ことから、積極的に活用していくべきとの意見も上がったと
聞いています。観光振興についての PDCA サイクル＊２は大
事であり、DMO を立ち上げる前の段階でもマーケティング
に基づいて行政、観光協会、企業、市民、NPO などが参画
するマーケティング委員会の設置が求められます。当事者意
識が観光まちづくりでは必須であり、日本遺産認定ゼロにつ
いても取組姿勢が問われるのではないかとも思いますが、知
事の所見をお尋ねします。

　答弁　日本遺産については全国で 18 件が認定されましたが、多賀
城市の 1 件を含め東北地方の 5 件の申請に対する認定はあ
りませんでした。東北地方の伝統文化の発信や観光復興を図
る上でも、来年度はぜひとも認定を受けたいと考えており、
多賀城市を含む複数の市町と連携して申請の準備を進めてお
ります。DMO については県として、国内の先進事例に学び
ながらセミナーの開催などにより機運の醸成を図り、DMO
を目指した取組が県内各地で促進されるよう積極的に各地域
の活動に参画し、ともに課題の解決を図ってまいります。

　ふり返り今　　
平成 28 年 4 月 19 日に開催された、文化庁「日本遺産審査委員会」に
おいて、宮城県が代表となって（関係市町、仙台市、塩釜市、多賀城
市及び松島町）申請していた「政宗が育んだ “ 伊達 ” な文化」が平成
28 年度「日本遺産」に認定されました。

　質問　完成の折にかなり観光スポットの魅力と周遊ルートとしての
魅力が向上すると思いますが、誘客についてどうつなげてい
くのかお尋ねします。

　答弁　林道二口線の改良による活用につきましては、秋保温泉旅館
組合からは、林道を活用したトレイルランやマウンテンバイ
ク等のアウトドアスポーツなど新しい観光振興の提案があり
ます。また山形県側からは新緑の季節から通行規制を解除し、
両県で林道二口線の活用と誘客増を図る取組を進めるべきと
の提案がございました。それらをしっかりと組み入れながら
先ほどもあった磐司岩も含めて検討してまいりたいと思って
おります。

　質問　東北６県知事らとの台湾訪問、成果はかなりあったようです
が、食品輸入規制緩和についても申し入れしたとの事、手応
えをどのように感じ新年度に向けての予算編成施策に活かす
かお尋ねします。

　答弁　我々の要請についてご理解を示していただき、解決に向け努
力するとの事でありましたが、はっきりと言われたのは国民
の不安が払拭されていないという風におっしゃいました。早
期の規制緩和は困難ではないかとその場は感じました。県と
しては引き続き国に対し規制解除や緩和に向けた取組の強化
を求めていくほか、県としての放射性物質の検査を確実に実
施し、結果を国内外に積極的に発信、県産食品のアピールを
しなければならないと思っています。又、新たに風評の影響
の少ないベトナムなどに進出する事を積極的に取組んでまい
ります。

　質問　知事が答弁したように国民の不安が払拭されないという事で
すから、国や県といった行政レベルだけではなく、市民レベ
ルでの発信という形で直接安全を訴える事も必要だと思いま
すが、いかがですか。

部長答弁　県の国際交流員による FB やインスタグラムを活用した英語
での情報発信等、取組んで来たところです。今年度は県内在
住の外国人留学生の協力を得、外国人向けの商品等の試食会
や品評会を開催するとともに、県内の観光地を案内させてい
ただき我が県の魅力や食の安全性を体感してもらい、SNS 等
の手法を活用して母国を含めた海外に積極的な発信を行って
もらっております。新年度も引き続き今年度の成果・課題を
踏まえ情報発信に努めて参ります。

　質問　この件については定期的に質問してきておりますが、去る 9
月 8 日、楽都・仙台に復興記念「二千人規模の音楽ホール」
を市民会議が設立、市民・県民への呼びかけが始りました。
様々な課題があるにしても、東京エレクトロン宮城の建物そ
のものの耐用年数を考えれば、建て替えは避けられないと思
われます。多機能型ホールがいいのか、音楽専用ホールがい
いのか意見が分かれるところですが、建物を高層化すること
により二つのホールを設けることは技術的に可能と思われま
す。このことについて、知事の所見をお尋ねします。

　答弁　県としましては様々な検討を行ってきたところですが、解決
すべき課題が山積しております。こうした中、仙台市では本
年度新たに音楽ホール等の整備検討のための基礎調査を実施
しておりますので、その結果を踏まえながら、仙台市との連
携や民間事業者の活用を含め、さまざまな角度から議論を進
めてまいります。また音楽ホールのあり方につきましては、
県といたしましては、文化芸術の拠点として音楽のみならず
演劇やミュージカルなどさまざまな用途で利用することも検
討する必要がありますので、ご提案の件も含め今後議論をし
てまいります。

創造的復興に向けての諸課題について、県民生活に係る諸課題について
 東京都、3 つの視点（素案）
東京オリンピック・パラリンピックを
被災地宮城としてどう復興に
位置づけるか
＜H27.12.10 一般質問＞

質　問

答　弁

質　問

答　弁

質　問

答　弁

質　問

答　弁

 観光立県に向けて
日本遺産認定に対する取組及び日本版
DMO＊１（宮城版）づくりについて
＜H27.12.10 一般質問＞

県営林道二口線の改良工事について
＜H28.6.29 予算特別委員会＞

風評被害対策「食と観光の相互連携の
強化」及び「一体的な取組と効果的な
情報発信」について
＜H28.9.2 予算特別委員会＞

東京エレクトロンホール宮城、
県民会館の建て替えについて
＜H27.12.10 一般質問＞

質　問

答　弁

質　問

部長答弁

今任期になり政務調査費問題で議長が半年程で辞めるなど宮城県
議会として県民の皆様の信頼を失うような状況がある事、深くお
詫び申し上げます。信頼回復のために政務調査費のインターネッ
ト公開など議会改革にも議会人として、より努めてまいります。

県議会ラウンジコンサート
定例会開会日のお昼休みに開催。終了後本会議の傍
聴にもと、県民に開かれた県議会を目指しています。
（9月 14 日）

▼︎

熊本地震被災及び復旧状況調査。（8月 9
日～ 11 日）現地同行案内いただいた旧
知の早田熊本県議。同じく訪問した熊本
市役所、旧知の大西市長と市長室にて。

▲︎

ふり返り今

ふり返り今

＊１　観光地域づくりを持続的戦略的に推進し、牽引する専門性の高い組織・機能です。
＊２　典型的なマネジメントサイクルの1つで、計画（plan）、実行（do）、評価（check）、
　　　改善（act）のプロセスを順に実施する。



　この委員会は、いじめ・不登校等に関する諸施策につい
て調査・検討するため、昨年の１２月１８日に設置し、調
査項目は①いじめ・不登校等子どもたちを取り巻く現状に
ついて②いじめ・不登校等への諸施策についての二項目と
しました。私も副委員長として約一年間、委員長を補佐し
ながら委員会活動・調査を行ってきましたが、提言をとり
まとめ、１１月２５日開会の県議会において報告が委員長
からなされます。１月には県関係部局から県内の現状及び

　２０１５年夏号でも報告しておりますがその後の復旧工事、お陰
様で完了し完工となりました。東日本大震災でハイランド団地内の
道路の亀裂はもちろん、佐手川に面する団地法面の崩落が発生、大
崩落の防止及び佐手川の土石流発生防止のため、この砂防事業を県
と連携、国から災害関連緊急砂防事業の認定を取り付け、この事業
がスタートしました。下左側写真の２号堰堤が上流部で先に完成、
今回右側写真の１号堰堤が下流部で完成したものです。平成２４年
４月の着工から４年７ヶ月の完工までの期間、３．１１の被災から
５年 8ヶ月の歳月は、内陸部の地震被害も甚大であった事の証左と
思わされます。佐手川砂防事業 (期間２３年度～２８年度・総事業
費約１１億円　概要　砂防堰堤工Ｎ＝２基・山腹工 )

　~いじめ根絶を目指し、不登校になる児童生徒をなくし
　　不登校になった場合の新たな居場所づくりにも向けて~

県施策の概要を聴取、４月には県スクールソーシャルワー
カースーパーバイザーである東北福祉大教授、児童精神医
学の権威である宮城教育大学教職大学院教授、そして県内
でいじめに関する講演や研修会を行っている弁護士を参考
人としてお呼びし意見聴取を行いました。さらに５月には、
県内の実状を把握するため石巻市立山下中学校、フリース
クールだいと及び宮城教育大学の状況について、県外では
文部科学省、福岡県、福岡教育大学、福岡教育大学付属小

学校、京都府及び京都市立洛風中学校の取り
組みなどについて調査を行いました。７月に
は現職の北海道立高校教員でＮＰＯ法人学校
の底力理事長を参考人としてお呼びし意見聴
取を行いました。相談メールを２４時間体制
で受け付ける絆ネットに取り組んでおり、報
道機関の関心は高く委員会室にはカメラが
入っておりました。

● いじめ・不登校等調査特別委員会 ●

ふり返り 今！・・・・・みらい

佐手山
砂防事業が
完工！
＜ハイランド・佐手山の現在＞


